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先
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
、

自
民
・
公
明
政
権
は
政
権
か

ら
退
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
わ
が

党
は
小
泉
内
閣
以
来
の
構
造
改
革
路

線
と
対
決
し
、「
自
民
・
公
明
政
権

を
終
わ
ら
せ
、
新
し
い
政
治
を
つ
く

ろ
う
」
と
訴
え
て
き
た
。
今
度
の
選

挙
で
国
民
が
下
し
た
審
判
を
、
日
本

の
政
治
に
と
っ
て
の
大
き
な
前
向
き

な
第
一
歩
と
し
て
心
か
ら
歓
迎
す
る
。

区
長
は
、
選
挙
結
果
を
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
て
い
る
か
、
見
解
を
聞
く
。

わ
が
党
は
、
新
し
い
政
権
が
生
ま

れ
た
ら
、
建
設
的
野
党
と
し
て
「
良

い
こ
と
に
は
協
力
、
悪
い
こ
と
に
は

き
っ
ぱ
り
反
対
、問
題
点
は
た
だ
す
」

と
い
う
立
場
を
表
明
し
て
き
た
。

「
良
い
こ
と
に
は
協
力
」
と
い
う
点

で
は
、
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
、
生
活

保
護
の
母
子
加
算
の
復
活
な
ど
が
あ

る
。
一
方
で
、
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
は
、
日
米
自
由
貿
易
協
定
の

交
渉
促
進
、
衆
議
院
比
例
代
表
の
定

数
削
減
、
さ
ら
に
消
費
税
増
税
や
憲

法
9
条
の
改
定
の
検
討
が
書
い
て
あ

る
。
こ
う
い
う
危
険
な
政
治
に
は
き

っ
ぱ
り
反
対
し
て
、
防
波
堤
の
役
割

を
果
た
し
た
い
。
ま
た
、「
問
題
点

は
た
だ
す
」
と
い
う
点
で
は
、
高
速

道
路
の
無
料
化
は
、
税
金
の
使
い
方

の
優
先
順
位
や
地
球
環
境
の
問
題
が

あ
る
。
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

見
る
と
、
基
礎
自
治
体
が
対
応
可
能

な
事
務
事
業
の
権
限
と
財
源
の
大
幅

な
移
譲
を
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
体

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
政
策
が
数

多
く
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
区
長
は
、

こ
れ
ら
の
政
策
や
民
主
党
中
心
の
政

権
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
と

め
、
対
応
す
る
の
か
見
解
を
聞
く
。

こ
の
度
の
新
政
権
誕
生
は
国

民
の
民
意
と
し
て
下
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
重
く
受
け
止
め
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
民
主
党

が
掲
げ
た
政
策
や
政
権
体
制
に
つ
い

て
は
、
今
後
は
雇
用
の
拡
大
、
子
育

て
支
援
、
医
療
・
年
金
な
ど
国
民
の

視
点
に
立
っ
た
政
策
の
着
実
な
遂
行

と
併
せ
、
地
域
主
権
の
確
立
に
向
け

た
基
礎
自
治
体
へ
の
事
務
事
業
の
権

限
と
財
源
の
大
幅
な
移
譲
な
ど
、
そ

の
成
果
を
期
待
し
た
い
。
政
権
が
替

わ
ろ
う
と
も
、
区
民
に
最
も
身
近
な

基
礎
自
治
体
の
長
と
し
て
、
区
民
生

活
を
守
り
、
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
最

優
先
と
し
、
国
の
動
向
を
見
極
め
、

的
確
な
区
政
運
営
に
努
め
た
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

は
「
ま
っ
た
な
し
」
の
と
こ

ろ
に
来
て
い
る
。
様
々
な
分
野
で
体

制
の
強
化
が
必
要
だ
が
、
職
員
の
配

置
な
ど
通
常
時
に
比
べ
て
、
ど
の
よ

う
に
充
実
さ
せ
て
い
る
の
か
。
医
療

機
関
の
受
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。
人

工
透
析
患
者
な
ど
の
持
病
の
あ
る
人

た
ち
へ
の
支
援
策
を
ど
う
す
る
の
か
。

民
間
の
教
育
・
福
祉
施
設
、
事
業
所

等
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

現
状
で
は
保
健
衛
生
担
当
を

中
心
に
対
応
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
が
、
今
後
は
状
況
に
応
じ
て

庁
内
全
体
で
の
応
援
体
制
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。
感
染
の
拡
大
に
伴
い
、

入
院
患
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
区
内
の
医
療
機
関
と
も
連

携
し
て
、
入
院
患
者
の
増
加
に
備
え

た
い
。
人
工
透
析
患
者
な
ど
、
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、

受
診
医
療
機
関
を
通
じ
て
、
感
染
防

止
対
策
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
、
医
師

会
と
も
協
議
を
進
め
て
い
る
。
福
祉

施
設
等
に
つ
い
て
は
、
公
設
・
民
設

を
問
わ
ず
、
統
一
的
な
感
染
防
止
対

策
を
指
導
し
て
い
る
。
民
間
の
施
設

や
一
般
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
各

種
衛
生
関
係
団
体
と
も
連
携
し
て
注

意
喚
起
に
努
め
て
い
る
。

子
ど
も
と
教
育
の
危
機
と
も

い
う
べ
き
暴
力
や
い
じ
め
、

不
登
校
、
虐
待
な
ど
が
後
を
絶
た
な

い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
子
ど
も
の

貧
困
問
題
と
い
う
角
度
か
ら
、
社
会

的
背
景
、
解
決
の
方
向
を
探
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の
貧
困
問

題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を

持
っ
て
い
る
の
か
。
子
ど
も
の
貧
困

を
解
決
す
る
た
め
、
区
と
し
て
も
、

経
済
的
支
援
策
の
拡
充
な
ど
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

子
ど
も
の
貧
困
問
題
が
、
児

童
虐
待
だ
け
で
な
く
、
健
康

や
学
歴
格
差
等
に
も
関
係
す
る
こ
と

は
深
く
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

貧
困
に
よ
っ
て
子
ど
も
が
犠
牲
に
な

る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。
貧
困
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
、
国
政
の
問
題
と
し
て

総
合
的
な
対
策
に
よ
り
解
決
を
図
る

べ
き
と
認
識
し
て
お
り
、
国
に
対
し

必
要
な
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。
区

と
し
て
の
経
済
的
支
援
策
の
拡
充
に

つ
い
て
は
、
生
活
保
護
世
帯
の
中
学

生
が
高
校
進
学
に
際
し
て
学
習
塾
に

通
っ
た
場
合
な
ど
に
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
を
今
年
度
か
ら
実
施

し
、
収
入
格
差
が
次
の
世
代
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
学
習
環
境
の
改
善
を

図
っ
た
。
国
の
動
向
も
的
確
に
捉
え

な
が
ら
区
と
し
て
必
要
な
経
済
的
支

援
策
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

来
年
度
の
予
算
編
成
は
、
何

を
重
点
に
し
て
進
め
る
の
か
。

区
民
の
暮
ら
し
を
守
る
対
策
は
。

基
本
計
画
事
業
の
着
実
な
推

進
に
加
え
、
喫
緊
の
課
題
に

は
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

オ
バ
マ
大
統
領
の
演
説
な
ど
、

核
兵
器
廃
絶
の
高
ま
り
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
、
行
動
す
る
の
か
。

機
運
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例：

工

作
機
械
類
等
の
利
用
に
係
る
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
工
作
機
械
類

等
を
24
時
間
稼
動
さ
せ
る
こ
と
に
伴

い
、
そ
の
場
合
の
使
用
時
間
等
を
定

め
る
も
の

―
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

墨
田
区
高
齢
者
個
室
借
上
げ

住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例：

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
公
営
住
宅
の
入
居
収
入

基
準
等
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
高
齢
者
個
室
借
上
げ
住
宅
に
係

る
収
入
区
分
及
び
使
用
料
に
つ
い
て

改
め
る
も
の

―
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

墨
田
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例：

新

た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
を
公
の
施

設
と
し
て
設
置
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
使
用
料
を
定
め
る
ほ
か
、
使
用
者

資
格
の
範
囲
を
拡
大
す
る
も
の

―

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

墨
田
区
立
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例：

す
み
だ
北
斎
美

術
館
の
建
設
に
伴
い
、
緑
町
公
園
内

の
有
料
施
設
の
一
部
を
変
更
し
、
大

横
川
親
水
公
園
内
に
有
料
施
設
を
新

設
す
る
も
の

―
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て：

曳
舟
駅
前
地
区
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
の
実
施
に
伴
う
道
路

整
備
の
た
め
、
本
路
線
を
特
別
区
道

と
し
て
認
定
す
る
も
の

―
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

「
第
７
回
中
小
企
業
都
市
サ

ミ
ッ
ト
」
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

―
平
成
21
年
7
月
28
日
・
29
日
に

東
大
阪
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

「
第
7
回
中
小
企
業
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」

の
開
催
内
容
と
共
同
宣
言
（
東
大
阪

宣
言
）
及
び
国
等
へ
の
提
言
の
概
要

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

墨
田
区
商
工
業
融
資
制
度

及
び
墨
田
区
小
規
模
企
業
特
別
融
資

制
度
に
係
る
あ
っ
旋
利
率
の
引
下
げ

に
つ
い
て

―
墨
田
区
商
工
業
融
資

制
度
及
び
墨
田
区
小
規
模
企
業
特
別

融
資
制
度
に
係
る
あ
っ
旋
利
率
を
、

平
成
21
年
10
月
1
日
か
ら
改
定
（
引

下
げ
）
す
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。墨

田
区
景
観
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

―
平
成
21
年
3
月
23
日

開
会
の
産
業
都
市
委
員
会
に
お
い
て

報
告
さ
れ
た
墨
田
区
景
観
計
画
（
原

案
）
か
ら
の
修
正
点
を
中
心
に
、
概

要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

京
島
三
丁
目
地
区
に
お
け
る
防
災
街

区
整
備
事
業
に
つ
い
て

―
京
島
三
丁
目
地
区
に
お
け
る
特

定
防
災
街
区
整
備
地
区
及
び
防
災
街

区
整
備
事
業
に
関
連
す
る
都
市
計
画

素
案
の
説
明
会
を
開
催
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

《
福
岡
県
飯
塚
市
》

・
産
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

《
大
分
県
日
田
市
》

・
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て

《
福
岡
タ
ワ
ー
株
式
会
社
》

・
観
光
施
策
に
つ
い
て

高
　
柳
　
東
　
彦

日
本
共
産
党

新
政
権
に
対
す
る
見
解
と

対
応
に
つ
い
て
問
う

問

問

問

問 答答

答

'
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
策
と
備
え
を
万
全
に

'
子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
解
決
す

る
た
め
経
済
的
支
援
策
の
拡
充

な
ど
を
検
討
す
べ
き
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業
都
市
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も
よ
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産
業
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市
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産
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都
市
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会
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も
よ
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議
案 

議
案 

議
案 

議
案 

議
案 

報
告 

報
告 

報
告 

報
告 

【
9
月
17
日
】

問答 答

【
10
月
5
日
〜
7
日
】

管
外
行
政
調
査
を
行
い
ま
し
た 

管
外
行
政
調
査
を
行
い
ま
し
た 飯塚市視察のもよう

最近、「学費が払えなくなった」「通学費がないので退学した」など、経済的理由で
学業を断念する若者が増えています。特に、「世界一高い学費」が、高校生や大学生、
その家族に重くのしかかっている状況です。子育て世帯についての実態調査（国民生
活金融公庫）によれば、高校入学から大学卒業までにかかる費用は1人平均1,045万円、
わが子のための教育費は年収の34％に達しています。
高等教育予算の水準（国内総生産に占める割合）は、OECD（経済協力開発機構）

加盟国全体の平均1.0％に対して、日本は0.5％にすぎず、加盟国中で最下位です。ま
た、1970年に1万2,000円だった国立大学の授業料は今では53万5,800円（標準額）で、
これほど高騰した公共料金はほかにありません。
国際人権規約（1966年に国連で採択）は、「高校や大学の教育を段階的に無償にす

る」と定めており、欧米のほとんどの国では高校の学費はなく、大学も多くの国で学
費を徴収していません。
教育を受けることは基本的人権の一つであり、経済的理由で妨げられるべきではあ

りません。若い世代が高校や大学で新しい知識や技術、理想を身につけることは、社
会の発展にとって不可欠な営みであり、それは社会全体にとっての貴重な財産となり
ます。だからこそ、学費をできるだけ低額にとどめ、無償に近づけていくことが世界
の大勢になっているのです。このことは、国民の「ひとしく教育を受ける権利」を保
障した日本国憲法の精神にも合致しています。
よって、墨田区議会は、国会及び政府に対し、学費の段階的無償化を目指しつつ、早
急に高校や大学の授業料減免や授業料負担を減らすなどの「直接助成制度」をつくる
とともに、国の奨学金を無利子に戻し、返済猶予の拡大を図るなどの「給付制奨学金
制度」をつくることを強く要望いたします。
以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出します。

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　文部科学大臣　　あて

学費の負担軽減に関する意見書
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農
林
水
産
省
の
「
食
育
先
進

地
モ
デ
ル
実
証
事
業
」
の
進

捗
状
況
は
。
す
み
だ
食
育
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
成
果
と
今
後
の
課
題
は
。

「
親
子
の
料
理
教
室
」
に
学
校
の
家

庭
科
室
を
使
用
で
き
れ
ば
、
定
員
を

増
や
せ
る
の
で
は
。
ま
た
、
子
ど
も

用
調
理
器
具
を
用
意
し
て
は
ど
う
か
。

介
護
予
防
事
業
に
お
け
る
食
育
推
進

の
方
向
性
は
。
区
の
教
育
の
中
で

「
味
覚
教
育
」
を
積
極
的
に
行
っ
て

み
て
は
ど
う
か
。

食
育
先
進
地
モ
デ
ル
実
証
事

業
は
、
実
施
に
向
け
て
準
備

中
。
食
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
意

識
啓
発
の
面
で
大
き
な
成
果
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
課
題
は
参
画
す

る
区
民
や
企
業
・
団
体
等
の
裾
野
を

い
か
に
広
げ
る
か
。
家
庭
科
室
の
利

用
は
、
教
育
委
員
会
と
も
協
議
し
た

い
。
調
理
器
具
に
つ
い
て
は
、
検
討

し
た
い
。
介
護
予
防
事
業
は
、
啓
発

講
座
の
開
催
や
会
食
事
業
の
拡
充
に

努
め
た
い
。
味
覚
教
育
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
と
も
調
整
し
た
い
。

新
図
書
館
の
各
階
に
授
乳
室
、

オ
ム
ツ
替
え
シ
ー
ト
の
設
置
を
。

授
乳
室
は
2
階
、
オ
ム
ツ
替
え

シ
ー
ト
は
各
階
に
設
置
予
定
。

子
育
て
支
援
策
に
対
す
る
区

民
ニ
ー
ズ
の
調
査
結
果
は
。

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
一
層

の
充
実
を
検
討
す
る
。

子
ど
も
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
。

「
学
校
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
。

全
て
の
子
ど
も
達
が
誇
り
を
持

っ
て
生
き
て
ほ
し
い
。
見
解
は
。

同
感
で
あ
り
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

戦
争
に
よ
る
大
き
な
被
害
を

受
け
た
都
市
の
一
つ
と
し
て
、

墨
田
区
も
、
広
島
市
長
の
提
唱
す
る

２
０
２
０
年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
を

目
指
す
輪
に
加
わ
り
、
核
廃
絶
だ
け

で
な
く
戦
争
の
悲
惨
さ
、
大
空
襲
の

恐
ろ
し
さ
を
と
も
に
世
界
に
訴
え
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
区
長
の
所
見
は
。

広
島
・
長
崎
が
呼
び
か
け
る
平
和
市

長
会
議
に
も
参
加
す
べ
き
で
は
。
東

京
都
慰
霊
堂
は
和
風
な
建
築
様
式
で

美
し
い
外
観
だ
が
、
設
備
は
余
り
に

不
十
分
だ
。
東
京
都
に
改
修
を
働
き

か
け
、
歴
史
や
文
化
を
発
信
す
べ
き
。

平
成
元
年
に
墨
田
区
平
和
福

祉
都
市
づ
く
り
宣
言
を
行
い
、

世
界
の
平
和
と
ひ
と
び
と
の
福
祉
向

上
の
実
現
に
一
層
努
力
す
る
こ
と
を

誓
っ
た
。
今
後
も
こ
の
宣
言
の
理
念

に
基
づ
き
、
区
民
、
広
島
市
や
長
崎

市
、
ま
た
世
界
中
の
市
民
と
と
も
に
、

平
和
の
大
切
さ
を
世
界
に
訴
え
行
動

し
た
い
。
平
和
市
長
会
議
へ
の
参
加

は
、
区
の
平
和
福
祉
都
市
づ
く
り
宣

言
と
ど
の
よ
う
に
連
動
で
き
る
か
を

検
討
し
た
上
で
、
考
え
た
い
。
慰
霊

堂
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
東
京
都

等
に
対
し
、
施
設
整
備
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
積
極
的
に
P
R
し
た
い
。

今
後
の
都
市
間
の
友
好
交
流

の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

産
業
、
観
光
、
文
化
な
ど
幅

広
い
交
流
の
実
現
を
図
る
。

国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
新
戦
略
は
。

す
み
だ
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

と
の
連
携
を
調
整
し
て
い
る
。

英
語
活
動
の
授
業
時
数
を
ど

の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
。

具
体
的
な
対
応
策
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
検
討
中
。

墨
田
区
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例：

社
会
保
険
の

保
険
料
等
に
係
る
延
滞
金
を
軽
減
す

る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
を
踏
ま

え
、
保
険
料
に
係
る
延
滞
金
の
割
合

を
軽
減
す
る
期
間
を
延
長
す
る
も
の

―
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

す
み
だ
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
お

お
ぞ
ら
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て：

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
5

年
間
、
社
会
福
祉
法
人
墨
田
区
社
会

福
祉
事
業
団
を
指
定
管
理
者
に
指
定

す
る
も
の

―
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

「
学
齢
期
障
害
者
へ
の
移
動

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
陳
情
」：

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
移
動

支
援
の
対
象
を
、
学
齢
期
の
児
童
・

生
徒
に
も
広
げ
、
義
務
教
育
段
階
の

障
害
者
福
祉
の
拡
充
を
求
め
る
も
の

―
区
民
の
実
態
を
十
分
に
踏
ま
え
、

す
み
や
か
に
、
可
能
な
限
り
趣
旨
に

沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
と
の
意
見

を
付
し
て
採
択
の
上
、
執
行
機
関
に

送
付
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

「
医
師
・
看
護
師
な
ど
を
大

幅
に
増
員
す
る
た
め
の
法
改
正
に
関

す
る
陳
情
」：

医
師
・
看
護
師
な
ど

を
大
幅
に
増
や
し
、
勤
務
条
件
の
改

善
を
図
る
た
め
、
必
要
な
法
律
を
制

定
す
る
よ
う
、
国
等
に
対
し
て
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
も
の

―
「
採

択
し
て
新
し
い
政
権
に
意
見
書
を
提

出
す
べ
き
で
は
な
い
か
」、「
法
改
正

だ
け
で
は
な
く
区
の
実
情
に
あ
っ
た

意
見
書
を
と
り
ま
と
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、

起
立
表
決
の
結
果
、
趣
旨
に
沿
う
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
、

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

墨
田
区
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

―
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
及
び
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
事
業
所
の
事
業
候
補
者
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

旧
立
花
小
学
校
跡
地
に
お
け

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
運
営
事

業
者
の
決
定
に
つ
い
て

―
決
定
し

た
事
業
者
、
事
業
者
決
定
ま
で
の
経

過
、
決
定
の
理
由
、
今
後
の
予
定
な

ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

保
育
園
給
食
調
理
業
務
の
民

間
委
託
に
つ
い
て

―
実
施
の
概
要
、

平
成
22
年
4
月
か
ら
実
施
す
る
園
な

ど
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
っ
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係

る
動
向
に
つ
い
て

―
墨
田
区
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
の
開
催

状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

《
山
形
県
東
根
市
》

・
福
祉
保
健
施
策
に
つ
い
て

《
山
形
県
天
童
市
》

・
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

※
８
日
に
福
島
県
二
本
松
市
で
健
康

づ
く
り
施
策
に
つ
い
て
調
査
を
行
う

予
定
で
し
た
が
、
台
風
の
影
響
に
よ

り
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

福
祉
保
健
委
員
会
の
も
よ
う

福
祉
保
健
委
員
会
の
も
よ
う 

福
祉
保
健
委
員
会
の
も
よ
う 

議
案 

議
案 

陳
情 

陳
情 

報
告 

【
9
月
15
日
】

報
告 

報
告 

報
告 

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i

平
和
の
発
信
に
つ
い
て
問
う

食
育
に
つ
い
て
問
う

自
由
民
主
党

あ
そ
う
　
あ
き
こ

民
主
党

田
　
中
　
　
　
哲

9
月
9
日
の
本
会
議
で
は
、

2
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一般
質問

＊【持続発展教育（ESD）】
（ユネスコ･スクールHPより）
…ESD（Education for Sustainable Development:持

続発展教育）は、私たちとその子孫たちが、こ

の地球で生きていくことを困難にするような問

題をについて考え、立ち向かい、解決するため

の学び

＊【協治（ガバナンス）】
…区民・地域・NPO法人・企業などと区が、果た

すべき責任と役割を自覚しながら、対等の立場

で協力し、地域の課題解決を図る地域のあり方

sssssssssssssss

sssssssssssssss
用 語 の 解 説

問

問

答

答

問答問答問答

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i

問答

近年、全国的に小児科や産科などにおける医師や看護師等の不足が深刻な問題となって
います。地域住民が安心して生活するためには、救急医療や小児科・産科医療など必要な
医療サービスが確保されることが重要であり、医師・看護師等の不足の解消は喫緊の課題
であります。
現在、小児科医や産科医の半数を女性医師が占めています。また、看護師については、

准看護師や助産師、保健師などを含めると、全国で約55万人の潜在看護師等がいると言わ
れています。しかし、結婚や出産を理由に職場を離れた医師や看護師等が、過酷な勤務体
制や仕事と子育ての両立支援策が十分に講じられていないことなどから、現場復帰できな
い状況にあります。
国においては、一定の取組が行われていますが、医師や看護師等が安心して働き続けら
れるように、また、出産や子育てのために職場を離れた医師、看護師等が復帰しやすいよ
うに環境を整えることが急務であると考えます。そのために、国全体で医療現場における
職場環境を、ワークライフバランスに合った勤務体系に変えたり、ワークシェアリングを
活用した勤務体制にするための支援を行う必要があります。さらに、医学部の定員増など
医師養成の充実や看護師の夜勤回数の減などを考慮することも求められます。
よって、墨田区議会は国会及び政府に対し、医師・看護師等を増員するために、医療現
場における職場環境の改善の支援や法律の整備などの必要な措置を講じるよう強く要望い
たします。
以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出します。

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
法務大臣　財務大臣　厚生労働大臣　　あて

医師・看護師等の増員に関する意見書

問答

問答問答

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情 

請
願
・
陳
情 

■
請
願
・
陳
情
と
は

請
願
と
は
憲
法
に
保
障
さ
れ

た
「
請
願
権
」
の
趣
旨
に
従
い
、

皆
さ
ん
の
意
思
を
政
治
に
反
映

さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
、
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。
一
方
、

陳
情
は
議
員
の
紹
介
を
必
要
と

し
な
い
点
で
請
願
と
は
異
な
り

ま
す
が
、
本
区
議
会
で
は
、
内

容
が
請
願
に
あ
て
は
ま
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
請
願
と
同
様
に

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

■
請
願
・
陳
情
の
取
扱
い

請
願
・
陳
情
は
、
所
管
の
常

任
委
員
会
又
は
議
会
運
営
委
員

会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
す
。

採
択
し
た
請
願
・
陳
情
は
、

区
長
等
の
執
行
機
関
へ
の
送
付
、

国
会
や
関
係
行
政
庁
な
ど
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

請
願
・
陳
情
の
趣
旨
の
実
現
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
審
査
結
果

に
つ
い
て
は
、
請
願
（
陳
情
）

者
に
通
知
し
ま
す
。

■
提
出
時
期

請
願
・
陳
情
と
も
に
常
時
受

付
け
て
い
ま
す
が
、
各
定
例
会

（
２
月
、
６
月
、
９
月
、
11
月
）

の
最
初
の
本
会
議
の
３
日
前

（
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
）
ま
で

に
受
理
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
定
例
会
で
、
そ
れ
以
降
に

受
理
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

次
の
定
例
会
に
付
託
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

区
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

東根市視察のもよう

管
外
行
政
調
査
を
行
い
ま
し
た 

管
外
行
政
調
査
を
行
い
ま
し
た 

【
10
月
6
日
〜
8
日
】

区
議
会
事
務
局
議
事
調
査
担
当

3
５
６
０
８
―
６
３
５
２



人が輝く いきいき すみだ（6）すみだ区議会だより　2009年（平成21年）10月30日

等 

は意見の分かれた議案等
（各会派等の賛否は別表参照）
分 

◎区長提出議案（16件）

＜予算　２件＞

・平成21年度墨田区一般会計補正予算

・平成21年度墨田区国民健康保険特別
会計補正予算

＜条例　７件＞

・墨田区国民健康保険条例の一部を改
正する条例

・墨田区後期高齢者医療に関する条例
の一部を改正する条例

・すみだ中小企業センター条例の一部
を改正する条例

・墨田区高齢者個室借上げ住宅条例の
一部を改正する条例

・墨田区コミュニティ住宅条例の一部
を改正する条例

・墨田区立公園条例の一部を改正する
条例

・墨田区介護保険条例の一部を改正す
る条例

＜人事　１件＞

・墨田区教育委員会委員任命の同意に
ついて

＜契約　４件＞

・区分所有建物の買入れについて

・東吾嬬小学校校舎耐震補強その他工
事請負契約

・北十間川人道橋下部工事請負契約

・北十間川護岸整備工事（その１）請
負契約

＜その他　２件＞

・特別区道路線の認定について

・すみだステップハウスおおぞらの指
定管理者の指定について

◎議員提出議案（3件）

・医師・看護師等の増員に関する意
見書

・学費の負担軽減に関する意見書

・地方自治の継続性を守るための予算
執行に関する意見書

＜採択　２件＞

・学齢期障害者への移動支援サービス
に関する陳情

・向島中学校と鐘淵中学校の統合新中
学校計画に伴う防災機能の充実に関
する陳情

＜不採択　１件＞

・医師・看護師などを大幅に増員する
ための法改正に関する陳情 分 

分 

分 

分 

会派名等　（ ）内は会派等所属議員数
件　　名 自民党 公明党 共産党 民主党 民主ク 無所属 議決結果

（13） （7） （5） （2） （1） （1）

墨田区高齢者個室借上げ住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

北十間川人道橋下部工事請負契約 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

北十間川護岸整備工事（その１）請負契約 ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

医師・看護師などを大幅に増員するための法改正に関する陳情 × × ○ × × × 不採択

条 例

契 約

陳 情

【別表】意見の分かれた議案・陳情に対する各会派等の賛否の状況

今
定
例
会
で
は
、
陳
情
３
件
を
所

管
の
委
員
会
で
審
査
し
、
最
終
日
の

本
会
議
で
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

■
採
択
し
た
も
の

【
福
祉
保
健
委
員
会
付
託
】

・
学
齢
期
障
害
者
へ
の
移
動
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
陳
情

【
企
画
総
務
委
員
会
付
託
】

・
向
島
中
学
校
と
鐘
淵
中
学
校
の

統
合
新
中
学
校
計
画
に
伴
う
防

災
機
能
の
充
実
に
関
す
る
陳
情

■
不
採
択
と
し
た
も
の

【
福
祉
保
健
委
員
会
付
託
】

・
医
師
・
看
護
師
な
ど
を
大
幅
に

増
員
す
る
た
め
の
法
改
正
に
関

す
る
陳
情

―
「
趣
旨
に
沿
う

こ
と
は
困
難
で
あ
る
」 声 声 

陳
情
の
審
査
結
果 

略　称 会　派　名　等 構成議員名（五十音順）

自 民 党 墨田区議会自由民主党 あそうあきこ、沖山　仁、木内　清、坂下　修、 澤良仁、田中 友、出羽邦夫、

中村光雄、西原文隆、林　恒雄、樋口敏郎、福田はるみ、山本　亨

公 明 党 墨田区議会公明党 大越勝広、加納　進、甚野博義、高橋正利、千野美智子、とも宣子、広田充男

共 産 党 日本共産党墨田区議会議員団 片倉　洋、鈴木順子、高柳東彦、西恭三郎、はらつとむ

民 主 党 墨田区議会民主党 青木いさむ、田中　哲

民 主 ク 民主クラブ あべきみこ

無 所 属 無所属 江木義昭

会派等の所属議員

次
の
定
例
会
は
11
月
に

開
か
れ
ま
す
。

目の不自由な方に区議会の活動をお伝えするた

め、「区議会だより録音版」を発行しています。ご

希望の方は、区議会事務局（15608－6352）または、

すみだ福祉保健センター（15608－3711）までお問

い合わせください。

録音版を発行しています

平成21年第２回定例会から本会議のもようをインターネットで配信してい
ます。ぜひ、ご覧ください。
・生中継（本会議当日）
・録画中継（本会議当日から配信までに１週間程度かかります。）

すみだ区議会ホームページアドレス：
http://www.city.sumida.lg.jp/kugikai/index.html

本会議のもようをインターネットでご覧になれます

可決した議案

結果の出た陳情

区議会
事務局長席 議 長 席

演 壇区議会事務局席

区関係理事者席
（各部長）

区関係理事者席
（区長、副区長、教育長、各部長）

（番号は議席番号） 

無
所
属

墨
田
区
議
会

民
主
党
２
人

日
本
共
産
党
墨
田
区
議
会

議
員
団
５
人

墨
田
区
議
会

公
明
党
７
人

墨
田
区
議
会

自
由
民
主
党

人
13

2欠
員

12は
ら

11
田
中
（
哲
）

10
青
木

22高
柳

21江
木 20

あ
べ

32西
31鈴

木
30
片
倉

9
甚
野

8
高
橋

7
と
も

6

19
千
野

18
加
納

17

大
越

16

出
羽

樋
口

29
広
田

28
26

中
村

27

西
原

1
欠
員

5

山
本

4
福
田

3
あ
そ
う

15

14

沖
山

13

林

25

欠
員

24

坂
下

23

木
内

●
澤

田
中（

）
拜邦民

主
ク
ラ
ブ

本会議場の配置図（議席図）
■
委
員
の
所
属
変
更（
９
月
９
日
付
）

・
樋
口
敏
郎
議
員
は
企
画
総
務
委

員
か
ら
福
祉
保
健
委
員
へ
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

・
あ
そ
う
あ
き
こ
議
員
は
行
財
政

改
革
等
特
別
委
員
か
ら
都
市
開

発
・
災
害
対
策
特
別
委
員
へ
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

■
会
派
の
所
属
変
更
等

・
８
月
31
日
付
で
、
あ
そ
う
あ
き

こ
議
員
の
会
派
の
所
属
が
、
す
み

だ
民
主
21
か
ら
自
由
民
主
党
へ
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

・
９
月
28
日
付
で
、
あ
べ
き
み
こ

議
員
の
会
派
名
が
無
所
属
か
ら
民

主
ク
ラ
ブ
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◇

現
在
の
本
会
議
場
の
配
置
図
（
議

席
図
）
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

議
会
構
成
等
の
一
部
変
更
が

あ
り
ま
し
た

中

沢

進

議

員

逝

去

区
議
会
議
員
の
中
沢
進
氏
は
、

平
成
21
年
８
月
18
日
、
ご
病
気
の

た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。（
享
年
71

歳
）中

沢
氏
は
区
議
会
議
員
と
し
て
、

昭
和
58
年
に
初
当
選
以
来
、
連
続

７
期
26
年
間
在
職
し
、
区
政
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
区
議
会
議
長
や
監
査

委
員
等
を
歴
任
し
、
平
成
12
年
に

墨
田
区
表
彰
（
自
治
功
労
・
特
別

表
彰
）、
平
成
15
年
に
関
東
市
議
会

議
長
会
表
彰
（
特
別
表
彰
・
議
員

20
年
以
上
）、
平
成
17
年
に
東
京
都

功
労
者
表
彰
（
地
域
活
動
功
労
）、

平
成
20
年
に
全
国
市
議
会
議
長
会

表
彰
（
特
別
表
彰
・
議
員
25
年
以

上
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
年
に
は
墨
田
区
議
会
永
年
在
職

議
員
（
議
員
25
年
）
と
し
て
表
彰

決
議
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。




